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数
理
科
学
研
究
科
の
小
林
俊

行
教
授
が
、
二
０
０
八
年
度
の

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（
数
学
部
門
）

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
授
賞
式

は
今
年
六
月
ド
イ
ツ
大
統
領
官

邸
の
ベ
ル
ビ
ュ
ー
宮
殿
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
は
、
後
世
に

残
る
業
績
を
挙
げ
、
し
か
も
、

今
後
さ
ら
に
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
著
名
な
研
究
者
に
贈
ら
れ
る

ド
イ
ツ
の
国
際
学
術
賞
で
す
。 

こ
の
賞
の
名
前
は
、
ド
イ
ツ

の
博
物
学
者
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
に

由
来
し
ま
す
。
フ
ン
ボ
ル
ト
は

一
七
六
九
年
に
ベ
ル
リ
ン
の
貴

族
の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
ゲ

ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
学
に
学
ん
だ

後
、
世
界
各
地
を
自
ら
探
検
調

査
し
、
気
象
や
動
植
物
、
地
形

を
研
究
、
地
球
規
模
の
様
々
な

現
象
を
科
学
的
法
則
と
し
て
と

ら
え
、
近
代
地
理
学
の
基
礎
を 

      築
き
ま
し
た
。
そ
の
名
は
フ
ン

ボ
ル
ト
海
流
や
フ
ン
ボ
ル
ト
・

ペ
ン
ギ
ン
に
も
残
っ
て
い
ま
す
。 

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
は
人
文
学
や

社
会
学
、
数
学
、
物
理
学
、
化

学
、
医
学
な
ど
の
分
野
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。
ノ
ー
ベ
ル
賞

と
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
の
両
方
を
受

賞
し
た
研
究
者
は
こ
れ
ま
で
に

４
０
名
を
数
え
ま
す
。 

本
学
で
は
、
物
理
部
門
に
お

い
て
、
小
柴
昌
俊
特
別
栄
誉
教

授
、
有
馬
朗
人
元

総
長
等
が
フ
ン
ボ

ル
ト
賞
を
受
賞
さ

れ
て
い
ま
す
。
数

学
部
門
で
の
フ
ン

ボ
ル
ト
賞
受
賞
は
、

本
学
で
は
小
林
俊

行
教
授
が
初
め
て

と
な
り
ま
す
。 

小
林
教
授
は
、

リ
ー
マ
ン
幾
何
学
の
古
典
的
な

枠
組
み
を
超
え
た
不
連
続
群
の

理
論
、
無
限
次
元
の
空
間
に
お

け
る
対
称
性
の
破
れ
を
代
数
的

に
記
述
す
る
数
学
理
論
、
複
素

多
様
体
に
お
け
る
可
視
的
作
用

の
理
論
な
ど
、
代
数
・
幾
何
・

解
析
に
ま
た
が
る
雄
大
な
理
論

を
次
々
と
創
始
し
、
数
学
の
新

し
い
研
究
領
域
を
矢
継
ぎ
早
に

興
し
た
こ
と
が
国
際
的
に
評
価

さ
れ
て
今
回
の
受
賞
に
い
た
り

ま
し
た
。 

小
林
教
授
の
研
究
に
対
す
る

情
熱
は
滾
々
と
わ
く
泉
の
ご
と

く
枯
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。 

そ
し
て
、
そ
の
業
績
も
多
岐

に
わ
た
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で

は
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
を
受
賞
さ
れ

た
上
記
の
三
つ
の
業
績
に
絞
っ

て
説
明
し
ま
す
。 

一
つ
目
の
業
績
は
、
一
九
八

０
年
代
後
半
、
古
典
的
な
リ
ー

マ
ン
幾
何
学
の
枠
組
み
を
超
え

た
空
間
に
お
け
る
不
連
続
群
の

研
究
に
世
界
に
先
駆
け
て
本
格

的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
端

を
発
し
ま
す
。
小
林
教
授
は
、

相
対
性
理
論
に
お
け
る
ロ
ー
レ

ン
ツ
空
間
の
よ
う
に
通
常
の
意

味
で
の
距
離
の
概
念
が
存
在
し

な
い
空
間
に
お
い
て
、
局
所
的

に
均
質
な
高
次
元
の
大
域
的
な

形
に
関
す
る
不
思
議
な
現
象
を

掘
り
起
こ
し
つ
つ
、
単
独
で
そ

の
基
礎
理
論
を
構
築
さ
れ
、
幾

何
学
と
リ
ー
群
論
に
ま
た
が
る

新
し
い
研
究
領
域
を
興
さ
れ
ま

し
た
。
今
や
こ
の
領
域
に
は
、

リ
ー
群
論
や
離
散
群
論
は
も
と

よ
り
、
エ
ル
ゴ
ー
ド
理
論
や
ユ

ニ
タ
リ
表
現
論
と
い
っ
た
他
分

野
の
研
究
者
も
参
入
し
百
花
繚

乱
に
発
展
し
て
い
ま
す
。 

二
つ
目
の
業
績
は
、
無
限
次

元
表
現
に
お
い
て
対
称
性
の
破

れ
を
記
述
す
る
「
分
岐
則
」
の

発
見
に
関
す
る
も
の
で
す
。
従

前
は
、
表
現
の
無
限
次
元
性
か

ら
生
じ
る
種
々
の
解
析
的
困
難

の
た
め
、 

分
岐
則
の
統
一
的
理

解
は
そ
も
そ
も
絶
望
的
だ
と
考

小
林
俊
行
教
授
が 

フ
ン
ボ
ル
ト
賞
（
数
学
部
門
）
を
受
賞 
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え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
小
林

教
授
は
こ
の
難
題
に
果
敢
に
挑

戦
さ
れ
、
対
称
性
の
破
れ
を
記

述
す
る
「
分
岐
則
」
に
お
い
て
、

連
続
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
が
現
れ
ず
、

離
散
的
に
分
解
す
る
現
象
を
解

明
さ
れ
、
代
数
的
に
分
岐
則
が

表
せ
る
条
件
を
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
小
林
教
授
の
提
唱
さ
れ
た

「
離
散
的
分
岐
則
の
理
論
」
は
、

特
に
良
い
ク
ラ
ス
の
分
岐
則
を

徹
底
し
て
抽
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
こ
の
理
論
を
軸
に
世
界
各

地
で
新
し
い
研
究
が
生
ま
れ
、

さ
ら
に
、
モ
ジ
ュ
ラ
ー
多
様
体

の
位
相
や
非
可
換
調
和
解
析
な

ど
の
異
分
野
へ
の
応
用
も
芽
生

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

三
つ
目
の
業
績
は
、「
た
だ
一

つ
」
に
関
す
る
数
学
理
論
で
す
。

テ
イ
ラ
ー
展
開
や
フ
ー
リ
エ
変

換
な
ど
、
解
析
学
の
有
用
な
手

法
の
背
後
に
は
、
同
じ
も
の
が

複
数
回
現
れ
な
い
と
い
う
代
数

構
造
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
小

林
教
授
は
、「
複
素
多
様
体
に
お

け
る
可
視
的
な
作
用
」
と
い
う

幾
何
的
理
論
を
構
築
し
、 

「
た

だ
一
つ
」
の
代
数
構
造
で
あ
る

無
重
複
表
現
を
生
み
出
す
幾
何

的
な
仕
組
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
小
林
教
授
の

研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
、
ま
っ

た
く
新
し
い
切
り
口
、
新
し
い

物
の
見
方
を
提
示
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
研
究
テ
ー
マ
、

研
究
分
野
を
切
り
開
く
と
と
も

に
、
理
論
の
土
台
を
一
気
に
完

成
さ
せ
て
し
ま
わ
れ
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
小
林
教
授
の
研
究

の
独
創
性
が
世
界
的
に
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
、
単

に
海
外
で
講
演
を
依
頼
さ
れ
る

こ
と
が
非
常
に
多
い
と
い
う
こ

と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
名
誉
あ
る

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
レ
ク
チ
ャ
ラ

ー
（
国
際
会
議
の
開
始
直
後
の

一
時
間
講
演
者
）
に
何
度
も
選

ば
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に

も
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

本
学
の
卒
業
生
で
も
あ
る
小

林
教
授
は
、
助
手
（
現
・
助
教
）

時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、

学
生
の
啓
発
の
た
め
献
身
的
に

働
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
研
究

と
教
育
に
加
え
、
最
近
で
は
、

国
内
外
の
重
要
な
委
員
な
ど
、

幾
つ
も
の
重
責
を
荷
な
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
小
林
先
生
に
は
、

ど
う
か
健
康
に
留
意
し
つ
つ
、

今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま

す
よ
う
、
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
数
理
） 
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